
耳よりウンチク学
上手な硬ロウ付けの方法

の管銅は囲範の熱加。すまし熱過分充を手継と管銅 ①
直径の半分くらいから継手の差込部分までを目安に
します。

クンピ、りたっなく黒が面表の管銅、てしか動を炎 ②
色になったりしてくれば適正なロウ付け温度に近く
なっています。

らたきてび帯を味赤が管銅 ③ 適正温度です。ここで初
めてロウを差します。ロウは2回に分けて差します。

浸透させていきます。ロウは炎で溶かさずに、母材
に当てて、母材の熱で 

 

溶かすようにします。

ィフにうよいなぎ過げ上を度温てけざ遠を炎、に次 ⑤
レット（肉盛り）を形成していきます。この時に、
ロウのなじみ具合や流れ具合に注意します。

やれ垂ウロ、き動にうよる踊がウロとるぎすし熱加 ⑥
銅管が溶けてしまいます。炎の先端でロウを溶かす
と、巣（細かい穴）が発生してしまいます。


